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〔論文審査の要旨〕 
本論文は，鉄筋コンクリート造建築物の施工および点検技術の合理化に関し，建築施工会社
で行ってきた実用技術開発と工学研究科（博士課程後期）に入学して開発を行った濡れセンサ
計測システムの有効活用に関する研究成果をまとめたものであり，ジェネラリスト博士として
の審査を行った。 
第 1章では，序論として本研究の目的と概要を示している。 
第 2章「コンクリートのポンプ圧送性に関する技術」では，軽量２種コンクリートの高所圧
送工事，コンクリート充填鋼管（ＣＦＴ）造柱のポンプ圧入工事の実験研究成果および過去の
文献を調査して得た技術を整理している。この成果は日本建築学会「コンクリートポンプ工法
施工指針・同解説（1994年版）」)において関連する章と付録に採用されている。 
第 3章では，高強度コンクリート技術に関し，Fc＝60〜80N/mm2レベルの超高強度コンク
リート構造体の物性に及ぼす施工条件および施工時期の影響を明らかにしている。具体的に
は，同一条件下で行なったFc＝21N/mm2レベルの通常コンクリートと Fc＝42N/mm2レベル
の高強度コンクリートとの比較検討をもとに，1990 年代前半の高強度コンクリート技術の発
展に寄与した知見をまとめている。 
第 4章では，外殻プレキャスト柱部材の開発の成果として，「シェルコラム」の開発概要と
構造形式の異なる 2種類の集合住宅（①ＲＣラーメン構造 31階建て超高層集合住宅，②耐震
壁付きプレキャストラーメン構造で板状 14 階建て集合住宅），他 3 件に適用したシェルコラ
ムの製造から施工までの適用成果をまとめた。これは近年のプレキャストコンクリートを活用
した超高層集合住宅の生産・普及に寄与した成果と言える。 
第 5章では，住民・建築ユーザによる日常点検が可能な建築部材の濡れモニタリングシステ
ムの開発をまとめている。本技術開発では，住宅・建築物にセンサモニタリング技術を取り込
み，それを住民・建築ユーザが活用して建築物の維持管理や生活向上に役立たせるための日常
点検が可能な建築部材の濡れモニタリングシステムを構築することを目標として研究開発し
た。具体的には予備実験として実験室レベルで濡れセンサの基本的な特性を確認し，更に無線
LAN を活用した濡れ計測システムを開発して既存の鉄筋コンクリート造建築物に適用した研
究成果をまとめた。この成果は，センサモニタリング技術を活用した建築物の予防保全の確
立・発展に寄与する技術と言える。 
第 6章では，本論文で得られた成果を取りまとめ，今後の課題も併せて示している。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと
認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
